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●担当学芸員展示解説会●
10月5日（土）、10月19日（土）、11月2日（土）10月5日（土）、10月19日（土）、11月2日（土）
　上記いずれも　上記いずれも114：4：00～1500～15：00
10月12日（土）、11月3日（日・祝）、11月4日（月・振休）10月12日（土）、11月3日（日・祝）、11月4日（月・振休）
　上記いずれも14：45～15：45

[展示関連イベント］※申込不要、企画展観覧料が必要
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令和６年度後期特別企画展　「説話にみる異界と立山」
令和６年度日本三霊山連携事業・前期特別企画展
　　「立山・白山・富士山を巡る―立山衆徒と三禅定―」を開催して
令和６年度文化講演会（日本三霊山連携事業）
　　「東海地域の白山信仰・富士山信仰からみた三禅定」を開催
ボランティア活動報告　各種イベントでボランティア活躍中！
学芸課発　立博雑学　第14回　立山道の刀尾天神社
今年の夏も「たてはく探検隊」で学ぶ！
しばし暑さを忘れた？ “地獄博物館”  ミュージアムdeナイトin芦峅寺（8月10～12日）
秋の催し〇後期特別企画展「説話にみる異界と立山」連携企画
　　　　　　　桂 米福落語会　怪談「江島屋騒動」を聴く会
　　　　〇秋の教算坊で「もみじを愛でる会」
博学連携「博物館実習」を実施しました！
編集後記
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　古来、立山は「地獄のある山」「ҟ界」とされ、容қに立ち　古来、立山は「地獄のある山」「ҟ界」とされ、容қに立ち
入ることができませんでした。それが江戸時代には、৽しい入ることができませんでした。それが江戸時代には、৽しい
仏教観や社会観をഎ景に、「立山」観・「ҟ界」観も大きく変ҟ界」観も大きく変
化しました。またંからの出൛ϒームにより、立山も本を࡞る
ためのࡐとなったことなどもあって、立山に興味関心を持っ
た多くの人々がそのを目指しました。
　本企画展では、この立山の「ҟ界」がどのように変容してい
ったかを、説話文学を通して紹介します。また今回は「ยକ༓
霊ᩀ」にも着目します。これはགhۂ ળ知ௗ にɦ代දされるお
話です。ॾ国一見の僧が立山を訪れ、そこでྌ師の༓霊に会
いました。ྌ師は、自分を供養するようにと、陸Ԟの࠺子への
伝言を僧にཔみ、ূ に着物のยକを託します。陸Ԟへ赴いڌ
た僧は、࠺子にยକを見せて事を話し、࠺子はૣ供養を
行うのですが、残೦ながらࡴ生のࡑを重Ͷたྌ師はٹわれ
ないのでした。この൵しい説話をもととして、江戸時代にどん
な説話が࡞されたかにご目ください。な説話が࡞されたかにご目ください。
　また、今回は「ยକ༓霊ᩀ」に関連して、大阪市ฏ野区より　また、今回は「ยକ༓霊ᩀ」に関連して、大阪市ฏ野区より
「ঁのยକ」（༥通೦ဠफ૯本山大೦ဠ寺蔵）が県内初「ঁのยକ」（༥通೦ဠफ૯本山大೦ဠ寺蔵）が県内初
公開されます。こちらの方もぜひご覧ください。公開されます。こちらの方もぜひご覧ください。

（Ԟᖒ真一）
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開催場所　立山博物館展示館１階　企画展示室
開館時間　午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）
観 覧 料　一般200円、大学生100円 ※高校生以下は無料
休 館 日 月曜日（祝日及び１１/４は開館）、10/15（火）
※ 展示替えのため、10月4日（金）は全館臨時休館となります。



ボランティアボランティアボランティア
活動報告活動報告活動報告

各種イベントで
ボランティア活躍中！

○ボランティア有志が、7月27○ボランティア有志が、7月27日（土）開催の「たてはく探検隊」や、8月10日（土）から12日
（月・振休）に開催された「ミュージアムdeナイトin芦峅寺」、8月17日（土）開催の「文化
講演会」において、準備や当日運営など大活躍しました。

○第2回教養講座「まんだら遊苑の解説研修」、第3回教養講座「立山・白山・富士山を
巡る－立山衆徒と三禅定－」を実施しました。今後も楽しく立山の自然や歴史を学べ
る講座を開催していきます。

○ボランティアは随時募集しておりますので、興味のある方はお気軽にお問合せ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （河野史　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （河野史明）明）

今年の文化講演会は、日本三霊山連携事業の一環でもあり、前期特別企画展の関連
イベントとして、8月17日（土）に富山駅近くの高志会館で開催しました。しかも、例年１名
の先生に講師をお願いしているところを、今回は白山から小阪大先生（白山市観光文化
スポーツ部文化課長補佐）を、富士山から大高康正先生（静岡県富士山世界遺産セン
ター学芸課教授）をお招きし、前期特別企画展で展示している南砺市上梨の白山宮の
「白山本迹曼荼羅図」と愛知県常滑市の松栄寺の「富士参詣曼荼羅」を中心に三禅定
と絡めてお話ししてくださいました。

なかなか県内で白山や富士山の曼荼羅のお話を伺う機会がないこともあってか、たく
さんの皆様にお越しいただき、帰り際に「本当に勉強になった」「もう一度、企画展を見
に行きます」などと声をかけてくださった方もおられました。今年も有意義な講演会と
なったのではないかと思います（聴講者100名）。

（細木ひとみ）
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小阪大先生小阪大先生小阪大先生小阪大先生小阪大先生小阪大先生小阪大先生小阪大先生

大高康正先生大高康正先生大高康正先生大高康正先生大高康正先生大高康正先生大高康正先生大高康正先生大高康正先生

第3回教養講座の様子
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令和6年度文化講演会
日本三霊山日本三霊山日本三霊山日本三霊山
連携事業連携事業連携事業連携事業

日本三霊山連携事業の一環として開催した、前期特別企画
展「立山・白山・富士山を巡る」の会期も終わりに近づいてき
ました（会期は9月23日まで）。

本展示では、江戸時代、東海地方の人々が盛んに行ってお
り、旅の日記（道中記）や三禅定の習俗を示す石碑・供養塔

（三禅定碑）が愛知県、特に知多半島の知多市や常滑市、大府
市、東浦町、武豊町に多く遺っていることから、これらの資料
を手掛かりに、三山を巡る旅「三禅定」について紹介しました。

さらに、白山や富士山の魅力を伝えるために、県内初出展
となる石川県白山市の林西寺様所蔵の「林西寺本白山曼荼
羅」と富士山本宮浅間大社様所蔵の「富士参詣曼荼羅」、愛
知県常滑市の松栄寺様所蔵（富士山かぐや姫ミュージアム寄
託）の「富士参詣曼荼羅」を
展示させていただきました。
石川県能美市の能美ふるさ
とミュージアム様所蔵の「絹
本著色白山曼荼羅図」と、
展示は複製でしたが富士山
本宮浅間大社様所蔵の国指
定重要文化財の「絹本著色

富士曼荼羅図」も併せて、白山と富士山のそれぞれの特徴を
紹介したことにより、「白山や富士山へも登ってみたくなった」
や「三山を一度に巡る風習があったことを初めて知った」、
「もっと愛知県や岐阜県の人にも知ってもらいたい」というお
声をいただきました。さらに本展示では、南砺市上梨区様所
蔵の「白山本迹曼荼羅図」が令和元年5月に行われた御開帳
以来のお披露目となり、博物館での展示が初めてだったこと
もあり、多くの方々にご覧いただけ、大変喜ばれています。

他にも、現地に赴いてもなかなか拝見できない資料も多く
展示させていただいていますので、会期が残り少なくなってき
ましたが、ぜひこの機会にお越しいただけると嬉しいです。

（細木ひとみ）

「東海地域の
白山信仰・富士山信仰からみた三禅定」を開催



学芸課発
　学芸課によるリレー形式のコラムです。立山や立博につ
いての蘊蓄や魅力を、雑学としてお伝えします。

うん ちく

第１４回　立山道の刀尾天神社

　今年は恒例スタンプラリーに加えクイズ大会は回数を増やし、
絵解きもロングで三夜実施しました（8/10～12開催）。連日家族
連れを中心にご来館いただき、子供たちの歓声が響きました。
　炎や血の池のイメージで“地獄は赤”ですが、今年は展示館3階
を青の清浄な雰囲気にし、四季それぞれの立山の風景を環境映
像にしました。
　「今年はどんな趣向かな?」
と楽しみにしていただけるよ
う、来年も工夫を加えていき
たいと思います。（展示館441
名、教算坊676名、山岳集古
未来館457名）　（吉野俊哉）

　夏恒例、子供向けイベント「たてはく探検隊」を7月27日（土）に
参加者24名（子供12名、保護者12名）で実施しました。
　教算坊、展示館、閻魔堂、布橋と４つの施設を巡り、最後に遙
望館で立山曼荼羅のかるた大会を行いました。朝から気温の高
い日でしたが、水分補給をこまめに行い落ち着いた雰囲気で活
動ができました。参加者から
は、「子供がわかりやすい内容、「子供がわかりやすい内容、「
でよかった」や「閻魔大王と写
真撮影できてよかった」のよう
な声をいただき、立山博物館
を満喫していただきました。

（瀧川織恵）
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富山市中市にある刀尾天神社

軒瓦に見える梅鉢紋

（3）─たてはく

江戸時代には、一夏に6,000人もの禅定登拝者が全国各地から立山を訪れたと言われます。立山へ向かう登拝者
が通った道は「立山道」と呼ばれ、途中には寄進された石仏や道標などが建てられていました。

立山道はいくつもあり、富山城下を出発する道の他、飛騨街道から笹津、舟倉、大泉、太田本郷、上滝から岩峅
寺へ向かう道筋、北陸街道を滑川で分岐して上市を経て岩峅寺へ向かうルートも知られています。

立山禅定では、立山道沿いにある立山信仰ゆかりの寺社を参拝して立山へ向かいました。その中で太田本郷村
（現太田南町）にある刀尾神社には多くの登拝者が参拝したと言われます。祭神は天手力男命で、本地仏は不動明
王。現在刀尾寺が隣接するのは神仏習合の名残です。

さて、同じ山室地区の中市村は、江戸時代に五百石街道と上滝街道が交差した交通の要衝でした。立山道はそ
の辺りで中川原、横内、大場を通る道と公文名、太田本郷を通る道に分かれ、そこにあった刀尾天神社にも禅定者
が多く参拝し、周辺には土産物屋も並び賑わっていたと言われます。

この中市村の刀尾天神社は、現在はひっそりと住宅街の中にありますが、江戸時代には立山道沿い（現在のＮＴ
Ｔ南局付近）にありました。

近所に住む筆者は日頃境内を近道にしており、神社（現在の建物は昭和27年に再建）屋根の軒瓦に梅鉢紋が入っ
ているのを見上げて「はて、なぜ菅原道真を祀った天満宮でないのに梅鉢の紋？」と思っていましたが、最近謎解き
の手掛かりを見つけました。

境内には江戸時代に寄進された古い灯籠が残り、その碑文には「天保三年　願主大岩山日石寺中興住持如龍」
とあります。調べてみると、寄進した如龍は中市村の生まれで、日石寺９世性栄のもとで修行し、太田本郷の刀尾寺
住職、後に日石寺の11世、またこの刀尾天神社の別当を務めた高僧でした。この繋がりから、中市村の刀尾天神社は
加賀藩の祈願所だった日石寺の末社の一つだった可能性を指摘する研究もあります。

刀尾天神社の社章は雄山神社と同じく「違い鷹の羽」ですが、日石寺の紋は「梅鉢」です。中市村の刀尾天神社
は雄山神社とも、また如龍を介して日石寺や太田本郷の刀尾神社・刀尾寺とも関係が深かったことが考えられます。

今後さらに研究の余地は
ありますが、立山禅定と立山
道沿にあったゆかりの寺社と
の関係を考える時に、興味深
い話ではないか思われます。
　　　　　　　 （吉野俊哉)
参考文献：山室郷土史編集委員会編
　　　　　『山室郷土史』（平成５）
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今年は8月20日（Ր）～23日（ۚ）と27日（Ր）～30日（ۚ）の
。8日間実施し、2名の大学生がड講しましたܭ

˔籠橋　ࣘ೫さん（富山大学人文学部）
　実習を通して、博物館が地Ҭの方々、
資料をఏ供してくださる方々、来館者な
ど、様々な人たちとの信པ関係の上に
り立っていることを実ײしました。
　室堂ฏでの石物調ࠪ、立山曼荼羅の絵解き解説など、立山
博物館ならではの実習もさせていただき、その度とても多くの
ことを学び、楽しんだ実習期間でした。ここでの経ݧを今後、様々
なことに活かしていきたいと思います。ありがとうご͟いました。
˔間ย　༪ྰさん（東海大学文化社会学部）
　今まで展示を見るଆとして立山博物館に来ていましたが、今回
実習生として博物館をࢧえるଆの事をମݧさせていただきま
した。大学で学んできた事を実際の業務を通してにつける事
ができただけでなく、博物館をࢧえるためにಇいておられる方々
とීஈ目に見えない業務の多さ、大さを学Ϳ事が出来ました。
　立山博物館ならではのϑィールυϫークや立山曼荼羅の絵解き
解説研究など、現場でしかできないو重な経ݧもさせていただ
き、本当にॆ実した2ि間でした。ありがとうご͟いました。

ঊࢣɹถɹܡ

　ळの恒例になりました、もみじを愛でる会を॓چ坊教算坊に
て開催します。
　ීஈはなかなか見る機会のない「立
山曼荼羅」の絵解き解説を、ਃࠐ不要
で参加ができます。また、おன時間には、
立山博物館周辺で֬ೝされた動物たち
の映像上映もご͟います。
　ϊスタルジοクな雰囲気ඬうۭ間での
ळのひとときをどうぞお楽しみください。

富山地方鉄道立山線千垣駅
下車徒歩（約 2㎞）
※日曜を除き町営バス運行
　　「雄山神社前」下車すぐ

˟���ʵ���� 山ݝத৽܊立山ொѶሿࣉ��ʵ�
5&- ���ʵ���ʵ���� '"9 ���ʵ���ʵ����

തؗͷ)1はࢁཱ
ͪͪ͜͜ΒΒ͔͔ΒΒ

人間と自然のかかわり方を学ぶ

でも情報発信中 立山博物館

●最寄り駅

●自家用車で
JR富山駅から　　　　　　　約45分
立山駅（千寿ヶ原）から　　約15分
富山インターチェンジから 約35分
立山インターチェンジから 約30分

（�）─たてはく

開 催 日：10月12日（土）
時　　間：12時30分開場 13時開演（約90分）

終演後、立山博物館企画展示室にて担当学芸員による
解説会を開催します。

場　　所：立山町立芦峅公民館  １Ｆ大ホール
定　　員：当日先着50名

※満席になり次第、入場を締め切ります。
入場方法：入場時に後期特別企画展観覧券（半券でも可）を提示

※聴講無料、高校生以下は券不要

　富山出の落ޠ家・ܡถ師ঊが
立山博物館に登場です。
　今回は後期特別企画展に登場する
説話の一つを元にしたൌ、三遊ᅵ
朝࡞「ڸϲ池ૢ松影」よりոஊ「江
島屋૽動」の一੮をおಧけします。

＜あらすじ＞

　江島屋という古着屋で大金をはたき新品同様の婚礼衣
装を揃えたお里。お里が婚礼の際その衣装を着て接待を
していたところ、腰から下が破れ落ちてしまった。実は
その婚礼衣装は、布を糊付けしてとめてあっただけの不
良品（イカモノ）だったのだ。それが原因で婚約破棄に
なってしまう。お里は婚礼衣装の片袖をちぎって木に結
び身投げするのであった。
　さてそのあと江島屋はどうなったかと言うと…

　日本の話芸「落ޠ」をたっりとお楽しみください。

期特別企画展「આʹΈΔҟքͱཱ山」連携企画ޙ

ձޠ�ถམܡ
ոஊʮߐౡ૽ಈʯΛௌ ձ͘

ळのࢉڭͰʮΈ͡ ΛѪͰΔձʯ

ळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ しळ の ࠵ し Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ Ҋ 

開 催 日：11月3日（日・祝）、４日（月・振休）
絵解き時間：各日とも11時～11時40分と14時～14時40分の2回
場　　所：教算坊　※申込不要、参加無料

　夏のౖ౭のイベント開催ラογュを終え、ちΐっと一ଉついてʜ。࣍は、
ळの後期特別企画展ですͶʂळの教算坊は1年で一൪ステΩですので、
ఉԂࡦࢄとあわせて企画展観覧へぜひお越しください（̝）。

「博物館࣮श」を࣮ࢪし·した！博学
連携




